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臓器提供意思カードの軽微な記載ミスは弾力的に解
釈する、という方針になり今後さらに脳死ドナーの増
加が考えられる。
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透析患者の栄養アセスメント
（腎臓科）
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【目的】Bioelectrical　impedance　analysis（BIA）は生
体に微弱な交流を通電して身体組成を分析する方法
である。我々はBIAを応用した体蛋白量の評価法を考
案し、これにより透析患者の栄養状態の評価を行っ
た。
【方法】対象は腹膜透析（PD）患者男性45名、女性35
名、血液透析（HD）患者男性282名、女性llO名、コ
ントロール（Cont）男性45名、女性43名。多周波
BIAによりwhole　bodyとしての体蛋白量を測定し、
BPIを次により算出した。：BPI＝体蛋白量（kg）／身長
（m）20
【結果】男性患者のBPIはPD群に4．41±0．36で、
Cont　Mk　4．72±0．37と比べ有意に鼻腔ψ＜0．001）で
あったが、HD群4．25±0．37より高値ψ＜0．01）を示
した。同様に女性患者のBPIは、　PD群3．83±0．36で
Cont群4．00±O．34と比べ有意に低値ψ＜0．05）で
あったが、H：D群より高値ψ＜0．05）を示した。
【結論】PD患者の体蛋白量は、　Contより低回である
が、HD患者より良好に維持されている。
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腱損傷修復過程における低出力超音波刺激の効
果
（整形外科学）
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　今回、我々は低出力超音波刺激（LIPUS）をラット
アキレス腱損傷部に照射して腱損傷修復過程におけ
るその効果を力学的に評価し、さらにTGF一β、　Type　I、
III　collagenに注目し、免疫組織学的検討を行った。
【対象および方法】アキレス腱損傷モデルラット36
羽を用い、片側にLIPUSを照射し照射群、対側を非照
射群として実験対象とした。LIPUSは、周波数1．5
MHz繰り返し周波数1．O　KHzバースト幅200
pt　sec照射出力30　mW／cm2に設定、毎日20分間2
～28日間照射を行った。術後2、5、10、14、21、28日
にて屠殺した後にアキレス腱を採取し、引っ張り強度
測定（クランプ間隔3mm、引っ張り速度3mm／min）を
行った。また連続前額断切片を作製、免疫組織学的検
討（TGF一β、　TypeI、　III　collagen）を行った。
【結果】　引っ張り試験では、術後10日目の強度は照
射群が有意に強かった（P＜0．Ol）が、14日目では10
日目と比し強度は強くなるも、両面問に有意差は認め
られなくなった。陽性細胞面積率にてTGF一βは経時
的に増加傾向を示した。Type　III　collagenは10日目よ
り、Type　I　collagenは14日目以降で著明な増加を認め
た。双方とも21日目まで照射群が有意に高値を示す
（P＜0．05）も28日目では有意差はなくなった。
【考察】我々はこれまでにLIPUSの影響について検
討し、修復期における照射群のb－FGF、　PDGF産生が
有意に高値を示すことを報告した。今回、腱損傷修復
期においてLIPUS照射により、TGF一βの産生が蛇心
し、Type　I、　III　collagen形成を高め、　b－FGF、　PDGF
に刺激された新生血管壁の増生に作用し、引書腹に促
進的に働くと考えられた。
【結論】LIPUSは腱修復過程を活性化し、腱の再構
築に対し有効に作用していると考えられた。
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【目的】アキレス腱断裂に対する治療において、早期　　【目的】2種類のセメントレスstem周囲の骨塩密度
に十分な強度を獲得することが重要である。　　　　　　をdual　energy　X－ray　absorptiometry（DEXA）にて経
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時的変化を計測し、stem形状による違いを検討した。
【対象】使用機種はBiomet社製、近位1／4ポーラス、
遠位テーパーのBimetric　stem（以下B群）とStryker
社製、近位約1／3ポーラス、HAコーティング、遠位
部が円筒形トリスリットのSecur－Fit　plus　stem（以下
S群）であった。症例はB群28例31股、S群24例26
股で、手術時年齢はB群平均62．7歳、S群平均64．0
歳、術後経過観察期間はB群平均4年4ヶ月、S群平均
2年10ヶ月であった。
【方法】臨床成績はJOAscoreを使用し、骨密度は
Gruenらに準じ7zoneに分け、術後1ヶ月以内、6ヶ月、
1年、1年6ヶ月、2年、以後は年1回、経時的に測定
した。術後1ヶ月以内の値を基準とし、その比（以下
BMD比）を調べた。またX線学的には正面像にて
100seningの有無、　stem周囲の変化を調べ対比した。
【結果】Loosening例はなく、JOAscoreはB群術前
49．0点が最終観察時91．0点に、S群術前42．0点が88．0
点に改善した。Stem先端の髄空占拠率はB群平均
85％、S群平均91．1％であった。　BMD比は、　B群でど
のzoneも術後6ヶ月で低下し、その後改善した。　zone
7でも6ヶ月で83．9％と低いが1年で90．2％とやや改
善しそのまま推移した。その他zone　2．3．4．6も1年で改
善しその後は同程度で推移した。S群ではzone　5を除
き術後低下し、zone　1では術後6ヶ幾時平均93．2％、1
年置91．5％、その後も徐々に低下し、zone　7でもは術
後6ヶ月時平均86．9％、2年で83．9％とかなり低下し
た。その他zone　2．6も徐々に低下したが、　zone　3．5で
は徐々に増加傾向で100％以上もあった。
【まとめ】B群は術後早期は骨密度は低下するが、1
年で改善を認め、遠位がテーパーで細いためか近位で
しっかり固定されておりstress　shieldingはほとんどな
かった。しかしS群では近位の骨密度は経年的に低下
し、stress　shieldingを思わせる所見であった。これは遠
位部が円筒形トリスリットでかつできるだけ太い
stemを挿入したため遠位で固定された為ではないか
と思われた。
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【目的】脊柱靱帯骨化とインスリン抵抗性及び肥満
症候群の関連が近年報告されており、レプチン抵抗性
と耐糖能異常を来すfa／faRatの脊柱靱帯細胞におけ
るインスリン・IGF－1シグナル関与を検討した。
【方法】実験動物は（1）fa／faRat（ZFR群）、（2）
MonosodiumGlutamete処置Fa／FaRat（MSG群）
（3）Fa／FaRat（Control群）月齢6～8ヶ月雄個体各
10匹使用した。全麻後開胸し採血を施行。空腹時血糖、
インスリン、IGF－1、レプチン値を測定。　Th　l～6高位
胸椎を摘出。パラフィン薄切切片を作製、1｛E、TB、
EVG染色、インスリン受容体、　IGF－1受容体、　IRS（イ
ンスリン受容体蛋白基質）1と2についてLsAB法で
免疫組織染色を行い陽性細胞数、陽性細胞面積率を
NIHImageで検討した。
【結果】ZFR群、　MSG群は共に6ヶ月齢以降高レプ
チン血症、高インスリン血症を呈した。組織学的染色
ではZFR群において軟骨終板の膨隆、靱帯付着部に
おける軟骨様細胞数増加を伴う線維輪破綻と線維軟
骨増生が有意に見られた。インスリン・IGF－1受容体
陽性細胞はZFR群、　MSG群での有意な増加を認めた
が、IRS－1陽性細胞はZFR群の軟骨終板、　Enthesis部
に有意な増加を認めたが、IRS－2陽性細胞はMSG群
とControl群に比較し軽度減少を認めた。
【考察】　レプチン抵抗性Ratの脊柱靱帯細胞におけ
るインスリン・IGF－1シグナルの検討を行った。軟骨
様細胞増生部にはIRS－1陽性細胞の増加を認めるが
IRS？2陽1生細胞の増加は認めず、主にIRS－1を介する
細胞増殖シグナルの三二が示唆された。
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